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平成23年度前期シティカレッジの開講に向けて

東日本大震災の被災者の皆様に、心からのお見舞いを申し上げます。一日も早い復興と、皆

様のご健康を心よりお祈り申し上げます。

３月11日に、東北・関東地方を未曾有の大地震と津波が襲いました。本学の在学生の安否は

全て確認出来ましたが、残念なことに近親者を失い、家屋に被害を受けた学生もおります。被

害の多寡に関わらず、本学は被災地出身の学生たちを全面的に支援していく所存です。

平成23年度前期のシティカレッジを開講するか否か、熟慮を重ねてまいりました。しかし、

このような形で開講に踏み切りましたのは、受講者である市民の皆様と客員教授の先生方の力

強いご支援あってのことです。東日本大震災の直後から、内館牧子先生は「講演会で皆さんと

約束したのだから、４月には秋田に伺いますよ」と明言してくださいました。また、福岡政行

先生は早々に被災地入りされ、ボランティア活動に尽力されています。そして、小林彰英先生、

腰塚賢二先生、佐藤正人先生は、チャリティー・コンサートの開催を即決してくださり、大変

お忙しい中日程を調節して、６月10日に揃って秋田までお越しくださいます。

本学の学生たちはボランティア活動に参加し、教職員も被災地支援にあたっております。ま

た、震災後すぐに教職員から集めた義援金を、被災地に向けて送らせていただきました。しか

し、被災地支援には持続力が何よりも必要です。そのための基盤の一つとして、シティカレッ

ジを活用していきたいと考えております。

今後とも、市民の皆様のご理解とご支援をぜひともお願いしたいと思います。また、シティ

カレッジの開催にあたり、ご尽力いただきました学内外の皆様に心から感謝申し上げる次第で

す。

ノースアジア大学理事長・学長

小　泉　　　健
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ノースアジア大学総合研究センター主催のシティカレッジ(公開講座)につきまして、ご案内申し上げます。

公開講座の日程は右頁のとおりとなっております。会場の案内図は20頁に掲載しております。
原則として16歳以上または高校生以上の方であれば、どなたでも受講できます。ただし、「ノース
アジア大学ウインドオーケストラ・チャリティーコンサート」につきましては、中学生以下の方も
受講できます。
受講につきましては、下記のとおりお申し込みくださいますよう、よろしくお願いいたします。

１．申込方法
下記のように３通りの方法でお申し込みできます。各講座とも開講日の前日までにお申し込みください（必
着）。ただし、「ノースアジア大学ウインドオーケストラ・チャリティーコンサート」につきましては、巻末
綴じ込みの専用『郵便往復はがき』に50円切手を貼付し、お申し込みください。
① 郵送・ＦＡＸ
巻末綴じ込みの専用『シティカレッジ（公開講座）受講申込書』をご利用ください。
複数でお申し込みの場合は、コピーしてお使いください。

② はがき
巻末綴じ込みの専用『郵便はがき』をご利用ください。

③ ホームページ・E-mail（メール）
※下記「お問い合わせ先」のURL、アドレスとなります。
ホームページからお申し込みの場合、お申し込み画面のフォームに従い入力してください。
E-mail（メール）の場合、上記①の『シティカレッジ（公開講座）受講申込書』を参考に、受講者の
ご氏名(フリガナを振ってください)・年齢、ご住所、ご連絡先、講座名、（有料講座の）受講料をご連
絡ください。

２．申込書類の受付完了
申込書類（はがき、FAX等）が当センターに届いた時点で「受付完了」となります。当センターからは、受
付完了の連絡（メール、電話等）はいたしておりませんので、予めご了承願います。万が一、定員に達した
場合は当センターより連絡いたしますが、連絡のない場合は直接会場へお越しください。

３．受講料の支払方法
（有料講座の）受講料につきましては、巻末綴じ込みの専用『銀行振込用紙』をお使いください。秋田銀行
の本店・支店から指定期間内「５月２日(月)から７月22日(金)」のお振り込みの場合は、振込手数料が全額
免除されますので、ご利用をお勧めいたします（受講料は開講日の前日までにお振り込みください）。
※専用『銀行振込用紙』は、各金融機関の窓口（郵便局を除く）でお振り込みすることも可能ですが、所定
の振込手数料がかかります。

４．一般の方が受講する場合の特典（修了証）
平成23年度から平成25年度まで（第３期）のシティカレッジを30コマ以上受講された方に対しまして、シ
ティカレッジの第３期修了証を授与いたします（第３期終了後、該当者へご連絡いたします）。
※講演会などは受講１回で１コマとします。「経済学部講座」のように複数回に渡る講座は、４回受講した
とすると４コマとなります。コマ数は、平成23年度から平成25年度までの累積となります。ただし、「ノ
ースアジア大学ウインドオーケストラ・チャリティーコンサート」はコマ数にカウントされません。

５．受講に際して
１）「教養講座」、「経済学部講座」を途中から受講される場合は、事前に当センターまでお問い合わせくだ
さい。

２）本学の学生は、学生証を会場受付で提示してください。
３）教室内での喫煙はご遠慮ください。飲食も原則禁止しますが、講師が必要と認めた場合はこの限りでは
ありません。

４）講師・会場係員の指示に従い、良識ある態度での受講を心掛けてください。
５）講師の急病、事故等で休講する場合は、原則として補講を行います。有料講座において同理由でやむを
得ず閉講する場合は、閉講回数に基づいた受講料をご返却いたします。

６）本学以外の会場では、駐車場の台数が限られておりますのでご了承ください。

お問い合わせ先

ノースアジア大学総合研究センター（40周年記念館3Ｆ）
〒010-8515 秋田市下北手桜守沢46-1 URL  http://www.nau.ac.jp/ c̃enter/
TEL 018-836-6592・4531 FAX 018-836-6530 E-mail  scenter@nau.ac.jp

ご　　案　　内

～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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平成23年度前期シティカレッジ（公開講座）日程一覧
№ 公開講座名・講師名 開催日時・会場 受講料（回数）

１

２

３

４

５

６

無料
(2回)

講演会
①「今こそ相撲史を②」
②「エッセーの書き方 －ノースアジア大学文学賞に応募しよう－」

脚本家・ノースアジア大学教育諮問会議委員・ノースアジア大学客員教授

内　館　牧　子 氏

①４月25日（月）
１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場
②８月５日（金）

１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場

無料
(2回)

講演会
①「危機の中の日本」
②「どうなる日本の政治　そして東北の復興」

白 大学教授・ノースアジア大学客員教授

福　岡　政　行 氏
鷗

①５月27日（金）
１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場
②７月22日（金）

１３：００～１４：３０
（開場１２：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場

無料
(1回)

講演会
「東日本大震災と政治のあり方」

読売新聞特別編集委員・ノースアジア大学教育諮問会議委員・ノースアジア大学客員教授

橋　本　五　郎 氏

７月３日（日）
１４：００～１５：３０
（開場１３：３０）
ノースアジア大学

40周年記念館2階271番教場

①1,200円
(各４回)
②1,200円
(各４回)
高校生及び
本学の学生
は無料

教養講座
①「好感度アップの話し方」
②「スピーチ講座」
フリーアナウンサー・ノースアジア大学客員准教授

綿　引　かおる 氏

①６月６日、13日、20日、27日
６月各月曜日 18:30～20:00(４回)

カレッジプラザ講義室

②７月６日、13日、20日、27日
７月各水曜日 18:30～20:00(４回)

カレッジプラザ講義室

1,200円
(4回)

高校生及び
本学の学生
は無料

経済学部講座
「生活を守るためのお金の知識」
ノースアジア大学総合研究センター長・経済学部教授 海老川　寿美夫 氏
(有)アセット・プランニング代表取締役・ノースアジア大学客員准教授 田　畑　貴　行 氏
(有)アセット・プランニング専務取締役・ノースアジア大学客員講師 五　井　優　子 氏

６月６日、13日、20日、27日
６月各月曜日 18:30～20:00
カレッジプラザ講義室

無料
(1回)

ノースアジア大学ウインドオーケストラ・チャリティーコンサート

秋田吹奏楽団音楽監督・ノースアジア大学客員教授

佐　藤　正　人 氏
テノール歌手・ノースアジア大学客員教授

小　林　彰　英 氏
ピアニスト・東京音楽大学専任講師

腰　塚　賢　二 氏
ノースアジア大学吹奏楽団団員・明桜高等学校吹奏楽部部員
明桜高等学校吹奏楽部顧問・ノースアジア大学吹奏楽団顧問 石　崎　聖　也 氏

ノースアジア大学吹奏楽団顧問 白　川　欽　哉 氏

６月10日（金）
13：30～16：30
（開場13：00）

秋田県民会館 大ホール
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内館 牧子 氏 講演会

開講日時　４月25日（月） 午後1時～2時30分（開場12時30分）
会　　場　ノースアジア大学40周年記念館2階271番教場
＜内館先生からのメッセージ＞
大相撲というのは、本当に摩訶不思議で、他にはないジャンルのものです。スポーツであり、

伝統文化であり、神事であり、興業なのです。この絶対に相容れない４つを、何とか懸命に共
存させて、成立をさせています。
ただ、時代の変化や日本人の変化もあって、４つの共存が非常に難しくなっています。でも、

４つがそろわないと大相撲ではなくなってしまう。私は危機感を抱き、横綱審議委員在任中の
2003年に、東北大学大学院を受験し、相撲史を学びました。それによって、大相撲における４
つが共存させる無理と面白さも明確になってきました。相撲史は日本人の精神文化と深く関わ
っています。
大相撲が好きな人も関心がない人も、相撲史を知ると人間をとらえる目が変わり、広がって

くるかもしれません。

講師　　内　館　牧　子　氏
◆ プロフィール ◆

第 １ 回
「今こそ大相撲を②」

開講日時　８月５日（金） 午後1時～2時30分（開場12時30分）
会　　場　ノースアジア大学40周年記念館2階271番教場
＜内館先生からのメッセージ＞

本学が主催する文学賞は、年々関心が高まり、応募者は全国に広がっています。
ただ、「書きたい話があるけど、書き方がわからない」という方や、「書きたい話はないけど、

書くことに興味があり、書いてみたい」という方も、また年々ふえています。
「書きたい話がないのに何を書くの？」
とツッコミが入りそうですが、書きたい話に気がつかないだけだと思います。書いてみたい

エピソードは誰しも必ず持っているものです。
皆さんにぜひ文学賞に応募して頂きたく、エッセーの基本を丁寧にお話しようと考えていま

す。原稿用紙の使い方さえわからないという方々、どうぞ気軽に受講してみて下さい。また、
新聞の投稿欄などで採用されるほどの方も、もちろんどうぞ。ちょっとした刺激で、さらにグ
ンとうまくなることがありますから。

第 ２ 回
「エッセーの書き方 －ノースアジア大学文学賞に応募しよう－」

現　職　 脚本家
ノースアジア大学教育諮問会議委員
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　歴 武蔵野美術大学 卒業
東北大学大学院 文学研究科修了
NHK大河ドラマ「毛利元就」・連続テレビ小説「ひら
り」・テレビ朝日新春ドラマスペシャル「白虎隊」他多数
のテレビドラマの脚本を手掛ける。
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文学賞第４回 ノースアジア大学

＊趣　　旨＊
秋田県は多くの優れた文学者を輩出しています。若い皆さんに文学の喜びを知っていただきたいと常々考え
ておりました。この文学賞への応募をきっかけとして、文学の新しい芽が開かれれば大変うれしいです。

●ご希望の方には、文学賞の応募要項を本学総合研究センターから送付いたします●

お問い合わせ先　ノースアジア大学総合研究センター(40周年記念館3Ｆ) TEL 018-836-6592 FAX 018-836-6530
〒010-8515 秋田市下北手桜守沢４６－１　　E-mail scenter@nau.ac.jp URL http://www.nau.ac.jp/̃center/

＊応募規定＊
応募枚数は、高校生の部門、大学生・一般の部門共に400字詰め原稿用紙５～10枚以内です。なお応募

はオリジナルで未発表の作品に限ります。
①表紙または、1枚目冒頭にタイトルと氏名を必ず明記してください。原稿用紙は縦書きで使用してくだ
さい。ワープロ原稿の場合は、40字×30行で印字してください。（どちらの場合もホチキス、綴りひも
等で1冊に綴じて提出してください。）

②住所、氏名、電話番号、年齢、職業、略歴を明記した別紙を添付し、ノースアジア大学総合研究センター
までご郵送ください。（出来れば巻末綴じ込みの応募用紙を使用してください。）

＊部　　門＊
Ⅰ　高校生の部門
①エッセイ（自由作品）の部　
②短編小説の部

◎最優秀賞…賞状と記念品(５万円相当の旅行券) 
◎優 秀 賞…賞状と記念品(３万円相当の旅行券)
◎学 校 賞…賞状と記念品

Ⅱ　大学生・一般の部門
エッセイ（自由作品）の部

◎最優秀賞…賞状と記念品(５万円相当の旅行券)
◎優 秀 賞…賞状と記念品(３万円相当の旅行券)

※ それぞれの部で入選作を複数選びます。
※ 短編小説の部は、高校生のみの募集となります。
※ 特に優れた作品を応募された高等学校に
は、学校賞を贈ります。

＊応募内容＊
高校生の部門及び大学生・一般の部門において、

広くエッセイを公募いたします。テーマ及び形式は
自由です。なお、エッセイには、随筆・評論を含み
ます。また高校生の部門のみ、「短編小説の部」を
設けています。自由に空想の翼を広げ、自分自身を
表現してください。

＊応募資格＊
アマチュアに限ります。年齢、学歴等は不問です。

＊応募期間＊
2011年５月10日(火)～９月８日(木)必着

＊発　　表＊
2011年11月上旬　文学賞授賞式

選　考　委　員

内館　牧子 氏
脚本家

ノースアジア大学

教育諮問会議委員・客員教授

石川　　好 氏
ノンフィクション作家・評論家

ノースアジア大学客員教授

小泉　　健 氏
学校法人ノースアジア大学

理事長・学長

橋元　志保 氏
ノースアジア大学教養部准教授

本学教養・文化研究所長

第１回文学賞は204作品、第２回文学賞は270作品、

第３回文学賞は381作品のご応募がございました。

全国からたくさんのご応募をいただき、誠にありが

とうございます。
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福岡 政行 氏 講演会

開講日時　５月27日（金） 12時30分　開場　午後１時～２時30分
会　　場　ノースアジア大学 40周年記念館２階　271番教場
＜講演内容＞
春3月11日から、日本の特に東日本は戦後最悪の大災害の中にある。死者・行方不明者は約

30,000人。考えられない数字であり、その半分の人が今も行方不明という大津波の恐ろしさ。
これに対する政府の初動ミス。対応の遅れ。さらに司令塔なき迷走の総理官邸。外国人から

の違法政治献金104万円も3/12～14の地震直後に返金。3/19には谷垣自民党総裁への“突然
の電話”での大連立への申し出。そして、「責任分担」できないとの一方的な表明。
国会（永田町）近くに暮らし、仕方なく政治家と会いに会い、また東日本被災地へのボラン

ティア。西日本・関西での講演と移動観測と定点観測をする中で、今の日本の厳しく、深刻な
現実について言及したいと思っている。

講師　　福　岡　政　行　氏
◆ プロフィール ◆

第 １ 回
「危機の中の日本」

開講日時　７月22日（金） 12時30分　開場　午後１時～２時30分
会　　場　ノースアジア大学 40周年記念館２階　271番教場
＜講演内容＞
民主党政権の体たらくは、多くの国民に失望を与えた。とにかく、バラマキとマニフェスト

公約違反のオンパレード。政治不信は極限に達している。
「管がダメでも次がいない！」。救国大連立が、この講座の日に成立していると思うが、日本の
政治はどうあれ袋小路の中にある。民主党が力不足であっても、自民党がそれに代わり得るか
と言っても、それも難しい。
政治が厳しい局面である上に、経済は東日本大震災で右肩下がりを余儀なくされている。東

北地方への観光客の激減。それどころか復興への足音がしない。原発への余波は、極めて深刻
である。
本当に、“どうする日本”を考えなければならない時が来た。

第 ２ 回
「どうなる日本の政治　そして東北の復興」

現　職 白 大学 法学部教授

東北福祉大学 客員教授

ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　歴 早稲田大学大学院 政治学研究科 博士課程修了

駒澤大学 法学部助教授

鷗
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橋本 五郎 氏 講演会 「東日本大震災と政治のあり方」

＜講演内容＞
今度の震災が私達に突きつけたものは何なのかを考え、東日本の復興と同時に日本全体の再

生の道を考える。

◆ プロフィール ◆

現　　職 読売新聞特別編集委員

ノースアジア大学 教育諮問会議委員

ノースアジア大学 客員教授

履　　歴 秋田県山本郡琴丘町(現在の三種町)生

慶應義塾大学法学部卒業後、読売新聞社へ入社。

入社後は、浜松支局の記者を皮切りに、読売新聞東京本社社

会部記者、政治部記者、政治部次長、論説委員、政治部長、

編集局次長を歴任。

開講日時　　７月３日(日) 午後１時30分開場　午後２時～３時30分
会　　場　　ノースアジア大学 40周年記念館２階 271番教場　
講　　師　　橋　本　五　郎　氏

皆様のご来学をお待ちしております。【お問い合わせ】018-836-1332 学生実行委員会

サークル・ゼミナールの発表会・出店、フリマ、野外ステージ等の他、新企画も盛り沢
山！今年も、東北一の大学祭を目指します。学園の学生・生徒・教職員が一体となり、学園
祭を盛り上げます !!

【Information】

第29回
開催　!!

●ノースアジア大学・秋田栄養短期大学●

７／２土・３日　
１０：００～１６：００

平成23年
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ノースアジア大学ウインドオーケストラ・チャリティーコンサート

ノースアジア大学吹奏楽団・明桜高等学校吹奏楽部

開催日時　　６月10日（金）午後１時開場　午後１時30分～４時30分
会　　場　　秋田県民会館　大ホール

＜演奏曲目＞
【第１部】
箱根八里 鳥居　　忱　作詞 瀧　廉太郎　作曲
夢みたものは 立原　道造　作詞 木下　牧子　作曲
きつねがだまされた話 川崎　大治　作詞 猪本　　隆　作曲
ふるさとの山にむかひて 石川　啄木　作詞 新井　　満　作曲
春の気配 ウーラント　作詞 シューベルト 作曲
音楽に寄せて ショーバー　作詞 シューベルト 作曲
忘れな草 フルノ　　　作詞 デ・クルティス 作曲
喜歌劇「学生王子」より
“セレナード” ロンバーグ　作曲

他
【第２部】
シャコンヌS 新実　徳英　作曲（全日本吹奏楽コンクール課題曲より）
舞踏組曲 B.バルトーク　　作曲
陽はまた昇る P.スパーク　　　作曲
クラリネット・キャンディ L.アンダーソン 作曲
オー・ソレ・ミオ G.カプア　　　 作曲
ジャパニーズ・グラフィティⅡ～坂本九メモリアル～

第６回ノースアジア大学 ウインドオーケストラ・コンサートの様子
平成22年７月23日（金）秋田市文化会館にて
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指　揮　/ 佐　藤　正　人　氏
現　　職 尚美ミュージックカレッジ専門学校 客員教授

秋田吹奏楽団 音楽監督
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　　歴 秋田県出身。武蔵野音楽大学でクラリネットを専攻し、松代晃
明、千葉国男両氏に師事。1983年埼玉県川越市立野田中学校に
着任。1995年まで音楽科教員として同校吹奏楽部を指導し日本
有数のスクールバンドに育て上げた。音楽教育でも、平成３年
度埼玉県長期派遣研修教員として東京芸術大学大学院音楽教育
研究室で山本文茂氏のもとで研鑽を積む。1995年４月より東京
ミュージック＆メディアアーツ尚美専任講師として着任。2006
年全日本吹奏楽コンクール長年出場指揮者賞（15年）受賞。
2010年秋田県木内音楽賞特別賞受賞。現在、尚美ミュージック
カレッジ専門学校客員教授、埼玉県立松伏高等学校音楽科、武
蔵野音楽大学講師、ノースアジア大学客員教授、日本管打・吹
奏楽学会理事、川越奏和奏友会吹奏楽団音楽監督、秋田吹奏楽
団・ソノーレウインドアンサンブル・立正大学吹奏楽部音楽監
督、渋谷区青少年吹奏楽団常任指揮者、「21世紀の吹奏楽《響
宴》」実行委員

出　　演　/ 小　林　彰　英　氏
現　　職 テノール歌手

東京音楽大学 講師
ノースアジア大学 総合研究センター 客員教授

履　　歴 東京藝術大学声楽科卒業。同大学院修了。文化庁オペラ研修所
第６期生修了。第16回イタリア声楽コンコルソ・テノール特賞
受賞。文化庁芸術家在外研修員としてイタリアに留学。在伊中、
第８回エルコラーノ国際声楽コンクールで第２位入賞。オペラ
では、二期会「メリー・ウィドー」カミーユ、「チェネレントラ」
ラミーロ、「こうもり」アルフレードなどに出演。コンサートで
は、Ｎ響・ラヴェル「子供と呪文」、都響・ハイドン「四季」、
日フィル・ブリテン「セレナード」、東響・シェーンベルク「モ
ーセとアロン」他、「第九」「メサイア」等で主要オーケストラ
にソリストとして出演。'05年韓国・高揚市星沙劇場、イタリ
ア・スポレート市カイオ・メリッソ劇場で「曽根崎心中」徳兵
衛に出演。現在、二期会会員。東京室内歌劇場会員。

出　　演　/ 腰　塚　賢　二　氏
現　　職 ピアニスト

東京音楽大学 専任講師

履　　歴　東京藝術大学作曲科卒業
2001年・2002年、ワシントンのケネディセンターにてフルー
トの大和田葉子と共演し、自作の「さくらファンタジー」を演
奏。
現在、東京音楽大学及び大学院では、オペラ、伴奏法、ピアノ
等、多岐に渡り指導を行っている。

◆ プロフィール ◆
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指　　揮　/ 石　崎　聖　也
現　　職 明桜高等学校 教諭

明桜高等学校 吹奏楽部顧問
ノースアジア大学吹奏楽団顧問
ノースアジア大学総合研究センター主任研究員

履　　歴 山形大学 教育学部卒業
第25回全日本アンサンブルコンテスト全国大会金管八重奏のメ
ンバーとして金賞受賞。第７回秋田県青少年音楽コンクール大
学の部１位。大学在学中にボストン交響楽団主席奏者Ｃ.シュリ
ューター、ベルリンフィルハーモニー管弦楽団Ｔ.クラモー、東
京都交響楽団首席奏者高橋敦の各氏によるマスタークラスを受
ける。2008年12月には全日本選抜吹奏楽団の副指揮者として
ウイーン楽友協会ホールでの演奏会に参加。

顧　　問　/ 白　川　欽　哉
現　　職 ノースアジア大学 経済学部教授

ノースアジア大学吹奏楽団顧問

履　　歴 北海道大学大学院経済学研究科 後期博士課程
北海道大学大学院 経済学部助手
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コンサート開催に向けて

佐　藤　正　人　氏

紙面の一部をお借りして、震災に遭われた地域の皆さんへお見舞い申し上げます。一日も早く皆さんの元

気な姿に会えるよう、私たちも最善を尽くし支援し心から復興をお祈りいたします。

今年も皆さんとコンサートでお会いできることを大変うれしく思います。世界中の吹奏楽関係者も日本の

復興支援のため尽力しています。今回演奏するイギリスの作曲家フィリップ・スパーク氏が被災した地域の

復興のため作曲した「陽はまた昇る」をはじめ多くの音楽家が作品を提供しています。私たちの演奏が心と

心をつなぐ歌・希望の歌となってすべての方に届くよう心を込めて演奏いたします。

小　林　彰　英　氏

この度の東日本大震災で被災された方々に、歌い手として何かお役に立ちたいと思っていた時にノースア

ジア大学の橋元志保先生よりチャリティーコンサートのお話をいただきました。直接歌をお届けすることは

かないませんが、同じ東北、ここ秋田から、被災された方々のご健康、被災地の早期復興そしてお亡くなり

になられた方々のご冥福を祈る思いで歌わせていただきます。

腰　塚　賢　二　氏

皆様、お元気でいらっしゃいますか？この「元気である」ということの意味、「普通に生活する」という

ことの大切さを、これ程思い知ったことはかつてなかったのではないでしょうか。いつものように咲く桜も、

心なしか寂しそうでした。そして、我々はこの地球という無情な星の上に生かされているのですね。このか

けがえのない命を（戦争などで殺し合うなどというバカげたことをしないで）みんなで仲良く全うすること

こそ、我々の使命ではないでしょうか。学ぶことは多くあります。みんなで賢くなりたいですね。またこう

して音楽を通じて皆様とお会いできることを幸せに思っております。

石　崎　聖　也　氏

楽器を初めて手にし、音が出るようになったときの感動は誰もが忘れられません。音楽に興味を持つこと

で“音”に敏感になります。日常生活で落ち着いて耳を澄ましてみると、いたるところに音素材があふれて

おり様々な情報を届けてくれます。人間が作り出したもの、自然が作り出したもの。鳥の声や風の音を聴い

てうれしくなったり、音楽を聴いて香りがしたり、涙が出たり、そんな感性を持って楽器を奏でるときっと

音が変わります。今回も聴衆の皆様に、音楽に情熱と沢山の思いを込めてお届けします。学生達の感性あふ

れる演奏をどうぞお楽しみください。

白　川　欽　哉　氏

今年もまた、ノースアジア大学ウインドオーケストラの爽やかなサウンドが、秋田の地で奏でられる季節

がやって参りました。大学・短大のメンバーからなる吹奏楽団と明桜高等学校吹奏楽部は、人々の心に響く

音楽を追求すべく、日夜練習に励んでおります。このような発表の場を設けていただいたことにより、多く

の市民の方々に、笑顔と安らぎ、そして感動をお届けすることができれば本望です。皆様と会場でお会いで

きることを、メンバー一同楽しみにいたしております。
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教養講座①　「好感度アップの話し方」

開講日時　　６月６日（月）～６月27日（月）
各月曜日　午後６時30分～午後８時　全４回

会　　場　　明徳館ビル２階 カレッジプラザ講義室
講　　師　　綿　引　かおる　氏

普段の生活の中で何気なく行っている「話す」という言語活動は、コミュニケーションを

司る大事な要素です。

この良し悪しで、人と人とが親しくなれたり、逆に人間関係がうまくいかなくなったりし

てしまいます。

正しく話しているだろうか、きちんと伝わっているだろうか、良い印象を与えているだろ

うか、と不安に思うことはありませんか。

この講座では、日常の「話す」という言語活動がより良く、楽しくできるようになるため

のヒントを伝えます。

受講する皆さんには講座内で実際に話をしてもらいますので、のどを潤す水またはお茶を

ご持参ください。

◆プロフィール

現　　職 フリーアナウンサー
ノースアジア大学 客員准教授

履　　歴 山形大学 人文学部法学科卒業
秋田テレビアナウンサー

講　座　内　容

講　座　内　容

回　数 日　　程 テ　ー　マ

第１回

第２回

第３回

第４回

６月６日（月）

６月13日（月）

６月20日（月）

６月27日（月）

好感度アップの話し方

発声・発音

言葉の選び方

長さを意識して話してみよう
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教養講座②　「スピーチ講座」

開講日時　　７月６日（水）～７月27日（水）
各水曜日　午後６時30分～午後８時　全４回

会　　場　　明徳館ビル２階 カレッジプラザ講義室
講　　師　　綿　引　かおる　氏

学校、職場、地域において、自分の言葉で伝える、発表する機会があるものの、どのよう

にしたらよいかと困ったことはありませんか。

この講座では、スピーチのまとめ方や声の出し方について説明をした後、実際に楽しくス

ピーチをしていただきます。

受講する皆さんには講座内で実際にスピーチをしてもらいますので、のどを潤す水または

お茶をご持参下さい。

講　座　内　容

講　座　内　容

回　数 日　　程 テ　ー　マ

第１回

第２回

第３回

第４回

７月６日（水）

７月13日（水）

７月20日（水）

７月27日（水）

スピーチのまとめ方

発声・発音

自分の経験に関するスピーチ

時事問題に関するスピーチ
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経済学部講座「生活を守るためのお金の知識」

開講日時　　６月６日（月）～６月27日（月）
各月曜日　午後６時30分～午後８時　全４回

会　　場　　明徳館ビル２階 カレッジプラザ講義室

◆ プロフィール ◆

海老川　寿美夫　氏
現　　職 ノースアジア大学 総合研究センター長・経済学部教授
履　　歴 日本大学大学院 商学研究科博士課程

田　畑　貴　行　氏
現　　職 （有）アセット・プランニング 代表取締役

ノースアジア大学 客員准教授
履　　歴 秋田相互銀行（現北都銀行）などを経て独立

CEP登録 １級FP技能士

五　井　優　子　氏
現　　職 （有）アセット・プランニング 専務取締役

秋田県金融広報委員会 金融広報アドバイザー
ノースアジア大学 客員講師

履　　歴 住友信託銀行などを経て独立
CEP登録 １級FP技能士

コーディネーター/講師

－　講　師　－



－ 15 －

回数 日　　程 講　　師テ　ー　マ

みなさんは、「とりあえず銀行に預金した」、「なんとなく生命保険に入った」、「仕方なく税

金を払っている」といった経験をお持ちではないでしょうか。とにかくお金に関することは、

知識不足のために、業者任せ、他人任せになっていることが少なくないはず。他方で、国の

社会保障制度改革や金融危機に関する報道を耳にして、将来への不安を感じておられる方も

多いと思います。

お金に関する知識を身につけることは、受身の気持ちで生活を守るだけでなく、生活の質

を積極的に向上するために必要なことです。たとえば、生命保険の見直しをしたり、さまざ

まな税制上の優遇措置について勉強することは、

少子・高齢化社会に対する備えとして必要なこと

だといえるでしょう。

この講座では、長年ファイナンシャルプランナ

ーとして活躍してこられた講師の方々に、生活を

守り、お金と賢くつきあうための知識を、全４回

でご講演いただきます。この講演を通して、みな

さんが、人生をより豊かにしていくための手段と

方法を得られることを願っております。

６月６日（月）
海老川　寿美夫 氏

田　畑　貴　行 氏

より豊かな人生を目指して

～実践のイ、ロ、ハ～

講　座　内　容

講　座　日　程

第１回

６月13日（月） 五　井　優　子 氏知らなきゃ損する、保険のあれこれ！第２回

６月20日（月） 田　畑　貴　行 氏金融商品の選択と有効な活用方法第３回

６月27日（月） 田　畑　貴　行 氏
知識を集めて賢く生きよう

～不動産活用法～
第４回
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JAPANESE LANGUAGE AND CULTURE COURSENORTH ASIA UNIVERSITY
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《会場ご案内図》

秋田中央I・C

城東中学校
秋田中央道路出入口秋田中央道路出入口秋田中央道路出入口

太平川大学病院

秋田大学

至国道13号線横山金足線

アルヴェ 明田地下道明田地下道明田地下道

千秋トンネル

千秋公園

県庁

秋田駅

南
大
通
り

中
央
大
通
り

仲
小
路

広
小
路

ノースアジア大学
秋田栄養短期大学

大学正門

守衛室

駐
車
場

40周年
記念館

ノースアジア大学
古田記念講堂

短大校舎

図
書
館大

学
校
舎

●お問い合わせ先●

ノースアジア大学総合研究センター
〒010-8515　秋田市下北手桜守沢46-1
電話018-836-6592・4531  FAX018-836-6530
E-mail:scenter@nau.ac.jp
URL http://www.nau.ac.jp/ ̃center/

広小路

仲小路

中央通り

西口 東口

FORUS

アルヴェ

アトリオン東北電力

くらた

秋田西武

フォンテAKITA
みずほ銀行

秋
田
駅

●カレッジプラザ（明徳館ビル２階）●
〒010-0001
秋田市中通２丁目1-51
電話 018-825-5455
※カレッジプラザの駐車場は立体式です。（無料）
台数に限りがあります。

※秋田駅東口からスクールバス（無料）
　が運行しています。

ノースアジア大学　40周年記念館２階　271番教場

カレッジプラザ
明徳館ビル２階

●秋田県民会館●
〒010-0875
秋田市千秋明徳町2-52
電話 018-834-5055

秋田県民会館

山
王
十
字
路 秋田中央道路出入口



キ
　
リ
　
ト
　
リ

作品

タイトル名

受付

番号
部門

Ⅰ高校生の部門
①エッセイ(自由作品)の部　　②短編小説の部

Ⅱ大学生・一般の部門
エッセイ(自由作品)の部

※「受付番号」には、何も記入しないでください。
該当する「部門」に○印をしてください。
（高校生は必ずエッセイまたは短編小説を選んでください。）

※

氏　　　名

現　住　所

連　絡　先

(現住所以外、

帰省先等)

〒

（ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　）

ふりがな

ふりがな

ふりがな

〒

（ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　　　　　　　　　　　　　）

在籍学校名

勤務先名

学年

年生

(西暦)

生年月日 年　　　月　　　日

(2011年9月1日現在　 歳）

枚数(400字詰原稿用紙換算で枚数を記入)
（ ）枚

表紙は含まない

ノースアジア大学 学長　殿

下記のとおり、第４回ノースアジア大学文学賞に応募します。

記入日：2011年　 月　 日

男
印

女

年 月 略歴(学歴・職歴)

第４回ノースアジア大学
文学賞応募用紙

キ
　
リ
　
ト
　
リ



受講を希望するものに

○印をしてください

受講料

受講数

シティカレッジ（公開講座）受講申込書
ノースアジア大学総合研究センター　殿　　

下記のとおり受講申込みします。

（郵送・ＦＡＸ）
郵送先　

〒010-8515 秋田市下北手桜守沢46-1

ノースアジア大学総合研究センター　宛

ＦＡＸ番号 018－836－6530

申込日 平成　　　年　　　月　　　日

ふりがな

ご氏名

ご住所　〒□□□－□□□□

電話番号　　　　（ ）
Ｅ-mail

※本学の学生のみ記入

経済 ・ 法 ・ 短大

学籍番号　　　　　

学年　　　　　年生

年齢

歳

№

１

２

３

４

５

６

公開講座名

内館牧子氏講演会

「今こそ相撲史を②」

開催日時・会場 受講料

円

講座

※枠内に必要事項を記入してください。
※複数の場合は本書をコピーしてお申し込みください。
※ご記入いただいた情報は、シティカレッジ(公開講座)受講
者として登録するために使用し、その他の目的には使用
いたしません。

４月25日（月）13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

内館牧子氏講演会
「エッセーの書き方 ―ノースアジア大学文学賞に応
募しよう―」

※エッセイのテーマが決まっている方は、

こちらの欄へご記入ください。

８月５日（金）13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

【テーマ】

福岡政行氏講演会　①

「危機の中の日本」

５月27日（金）13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

福岡政行氏講演会　②

「どうなる日本の政治 そして東北の復興」

７月22日（金）13：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

橋本五郎氏講演会

「東日本大震災と政治のあり方」

７月３日（日）14：00～
ノースアジア大学40周年記念館

2階 271番教場
無料

ノースアジア大学ウインドオーケストラ・チャリティーコンサート
※巻末綴じ込みの専用『往復はがき』でお申し込みください。

６月10日（金）13：30～
秋田県民会館 大ホール

無料

教養講座

①「好感度アップの話し方」

②「スピーチ講座」

全４回
カレッジプラザ講義室

①1,200円
②1,200円

経済学部講座　「生活を守るためのお金の知識」
全４回

カレッジプラザ講義室
1,200円

キ
　
リ
　
ト
　
リ



受講
を希
望す
るも
のに

○印
をし
てく
ださ
い

受
講
料

受
講
数

№ １ ２ ３ ４ ５ ６

公
開
講
座
名

内
館
牧
子
氏
講
演
会

「
今
こ
そ
相
撲
史
を
②
」

開
催
日
時
・
会
場

受
講
料

円

講
座

※
枠
内
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
複
数
の
場
合
は
本
書
を
コ
ピ
ー
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
(公
開
講
座
)受
講

者
と
し
て
登
録
す
る
た
め
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

４
月
2
5
日
（
月
）
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番
教
場

無
料

内
館
牧
子
氏
講
演
会

「
エ
ッ
セ
ー
の
書
き
方
―
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
文
学
賞
に
応

募
し
よ
う
―
」

※
エ
ッ
セ
イ
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て
い
る
方
は
、

こ
ち
ら
の
欄
へ
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

８
月
５
日
（
金
）
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番
教
場

無
料

【
テ
ー
マ
】

福
岡
政
行
氏
講
演
会
　
①

「
危
機
の
中
の
日
本
」

５
月
2
7
日
（
金
）
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番
教
場

無
料

福
岡
政
行
氏
講
演
会
　
②

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
そ
し
て
東
北
の
復
興
」

７
月
2
2
日
（
金
）
1
3
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番
教
場

無
料

橋
本
五
郎
氏
講
演
会

「
東
日
本
大
震
災
と
政
治
の
あ
り
方
」

７
月
３
日
（
日
）
1
4
：
0
0
～

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
40
周
年
記
念
館

2階
27
1番
教
場

無
料

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

※
巻
末
綴
じ
込
み
の
専
用
『
往
復
は
が
き
』
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
月
1
0
日
（
金
）
1
3
：
3
0
～

秋
田
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

無
料

教
養
講
座

①
「
好
感
度
ア
ッ
プ
の
話
し
方
」

②
「
ス
ピ
ー
チ
講
座
」

全
４
回

カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
講
義
室

①
1
,2
0
0
円

②
1
,2
0
0
円

経
済
学
部
講
座
　
「
生
活
を
守
る
た
め
の
お
金
の
知
識
」

全
４
回

カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
講
義
室

1
,2
0
0
円

郵
便
往
復
は
が
き

『
返
信
用
』

は
が
き

様

ご 　 住 　 所

（ お 申 込 者 の 住 所 と 氏 名 を ご 記 入 く だ さ い ）

入
場
無
料

お
申
し
込
み
後
、
追
っ
て
『
返
信
用

は
が
き
』
に
て
無
料
入
場
券
を
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

座
席
数
に
限
り
あ
り

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

キ 　 　 リ 　 　 ト 　 　 リ

5
0
円
切
手

を
お
貼
り
に

な
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）

受
講
申
込
書

下
記
『
郵
便
往
復
は
が
き
』
を
切
り
取
り
、
（
返
信
・
往
信
用
）
5
0
円
切
手
を
２
枚
（
２
ケ
所
）

お
貼
り
に
な
り
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）
受
講
者
と
し
て
登
録

　
す
る
た
め
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

ふ
り
が
な

ご
氏
名

（
代
表
者
名
）

ご
住
所

電
話
番
号

E
-m
ai
l

年
齢
　
　
　
　
歳

〒
－

ふ
り
が
な

ご
氏
名

ご
住
所

電
話
番
号

E
-m
ai
l

年
齢
　
　
　
　
歳

〒
－

ふ
り
が
な

ご
氏
名

ご
住
所

電
話
番
号

E
-m
ai
l

年
齢
　
　
　
　
歳

〒
－

切 り 取 ら な い で 、 折 っ て 投 函 し て 下 さ い 。切 り 取 ら な い で 、 折 っ て 投 函 し て 下 さ い 。切 り 取 ら な い で 、 折 っ て 投 函 し て く だ さ い 。

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）
受
講
申
込
書

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
　
殿
　
　
　
　
　
下
記
の
と
お
り
受
講
申
込
み
し
ま
す
。

申
込
日
 平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

年
齢

歳

ふ
り
が
な

ご
氏
名

ご
住
所
　
〒

電
話
番
号
　
　
　
　
（
　
　
　
　
）

Ｅ
-m
a
il

※
本
学
の
学
生
の
み
記
入

経
済
 
・
 
法
 
・
 
短
大

学
籍
番
号
　
　
　
　
　

学
年
　
　
　
　
　
年
生

（ 代 表 者 名 ）

ご 　 氏 　 名

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

ノ ー ス ア ジ ア 大 学 総 合 研 究 セ ン タ ー

秋 田 市 下 北 手 桜 守 沢 　 ー １

　 　 Ｔ Ｅ Ｌ 　 ０ １ ８ ー ８ ３ ６ ー ６ ５ ９ ２

　 　 Ｆ Ａ Ｘ 　 ０ １ ８ ー ８ ３ ６ ー ６ ５ ３ ０

〒 01
0-

85
15 46

６
月
１
０
日
(金
) 
午
後
１
時
３
０
分
～
　
秋
田
県
民
会
館

ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

『
往
復
は
が
き
』
申
込
書

下
記
の
通
り
「
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
申
し
込
み
し
ま
す
。

※
４
名
以
上
の
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
官
製
往
復
は
が
き
を
ご
準
備
し
て
同

様
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



郵
便
往
復
は
が
き

０
1
5

1
０
8
5

秋 田 市 下 北 手 桜 守 沢 46 ー  １

ノ ー ス ア ジ ア 大 学

　 　 総 合 研 究 セ ン タ ー

　 　 　 　 シ テ ィ カ レ ッ ジ 係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 行

こ
の
面
に
は
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

『
往
信
用
』

は
が
き

キ 　 　 リ 　 　 ト 　 　 リ

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

5
0
円
切
手

を
お
貼
り
に

な
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い

郵
便

は
が

き

０
1
5

1
０
8
5

秋 田 市 下 北 手 桜 守 沢 46 ー  １

ノ ー ス ア ジ ア 大 学

　 　 　 　 総 合 研 究 セ ン タ ー

　 　 　 　 シ テ ィ カ レ ッ ジ 係

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 行

公 開 講 座 申 込

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ

5
0
円
切
手

を
お
貼
り
に

な
り
投
函
し

て
く
だ
さ
い

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
公
開
講
座
）

受
講
申
込
書



ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

振
込
金
受
取
書

（
兼
手
数
料
領
収
書
）

上
記
の
と
お
り
振
込
金
と
し
て
領
収
い
た
し
ま
し
た
。

（
取
扱
店
　
→
　
振
込
人
）

（
取
扱
店
　
→
　
秋
田
銀
行
本
店
　
→
　
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学
）

（
取
扱
店
保
管
）

※
取
り
扱
い
銀
行
へ
お
願
い

秋
田
銀
行
の
本
店
・
支
店
か
ら
指
定
期
間
内
「
平
成
2
3
年
５
月
２
日
(月
)か
ら
７
月
2
2
日

（
金
）
ま
で
」
で
の
お
振
り
込
み
の
場
合
は
、
振
込
手
数
料
を
い
た
だ
か
な
い
よ
う
ご
配
慮
願

い
ま
す
。

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

金
　
額

振
込
先

振
込
期
限

ご
依
頼
人

振
込
手
数
料

秋
田
銀
行
本
店

普
通
　
8
6
1
5
4
5

学
校
法
人
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

ふ
り
が
な

お
な
ま
え

（
消
費
税
等
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

（
該
当
講
座
に
○
印
を
し
て
下
さ
い
）円 円

取
扱
店
出
納
印

振
込
依
頼
書

振
込
通
知
書

電
信
扱

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

キ リ ト リキ リ ト リキ リ ト リ

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

〒

〒

T
E
L
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－

T
E
L
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－

依
頼
日

振
込
先

振
込
期
限

ご
依
頼
人

住
　
所

金
　
額

下
記
の
と
お
り
、
お
振
込
み
し
ま
し
た
の
で
、
ご
通
知

申
し
上
げ
ま
す
。

振
込
先

金
額

振
込
手
数
料

振
込
期
限

ご
依
頼
人

ご
依
頼
人

住
　
所

受
講
料
振
込
内
訳

（
該
当
講
座
に
○
印
を
し
て
下
さ
い
）

教
養
講
座
①

教
養
講
座
②

経
済
学
部
講
座

取
扱
店
出
納
印

秋
田
銀
行
本
店

普
通
　
8
6
1
5
4
5

学
校
法
人
ノ
ー
ス
ア
ジ
ア
大
学

秋
田
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